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第3406回 2023年11月18日（土）

第3407回 2023年11月21日（火）

第3405回 2023年11月14日（火）
前回の例会記録

今回の例会予定

次回の例会予定

会員数（名誉会員2名を除く）
例会出席会員数
同上出席率

106名
65名

62.50％

出席状況報告

ビジター会員

第４７代会長

定永　正明 名誉会員

幹事報告

○ 配布物の確認
　・週報no 18　・夜間例会案内・12月のプログラムについて
　・宮崎県ジャズ協会　・オリジナルマグカップ販売のお知らせ
○ 報告　告知　
　報告　・ たしまりま集円８２７,７１ 金援義ルグーヨコッロモ
　・先週のガバナー公式訪問のお礼のお手紙が地区よ  
　り届いております
　報告　・１２月３日RLI開催について
　・池ノ上ガバナーの動き　　　　

　・例会終了後理事会がございます。理事役員の方は
　  お願いいたします。

　１１月17、18、19の三日間
イオンモール南側駐車場にて宮崎デリシャスマーケッ
トが開催されます。小戸荘はキッチンカーでキリンの
長友さんも出店されてます。
　１１月23、24、25、26日は
リコーカップのギャラリーにて宮崎牛復刻ハヤシスペ
シャルバージョンを販売します。宜しくお願い致します。

薗田　有美 会員

ハッピー ボックス

【ロータリー財団月間】
ロータリー財団委員長
株式会社宮崎観光ホテル
　　代表取締役社長　平嶋　孝次 会員

【ゲスト卓話】
青島太平洋マラソン実行委員長
　　　　　　　　中武　悌晴　様
　　「青太をめぐる37年の冒険」

【夜間例会】
ＯＢ交流会
宮崎観光ホテル「山吹」　18時30分

【新会員卓話】
明治安田生命保険相互会社
　　宮崎支社長　山本　修司 会員

会長の時間

ロータリー県外OB会

 岡本　俊則 会長　
皆様こんにちは、ようやく大きな山を二つ越えて少しだけ“ほっかり”と
した気持ちになっております。今週末は非常に楽しみな行事であるOB
会が開催されます。
我々は勿論ですがOBの皆様が本当に心待ちにされている宮崎ロー
タリークラブの一大イベントであります。今日はこのOB会について少し
お話をさせて頂きます。
～パワポ参照～　この画像は２０１２年の“ロータリーの友”に掲載さ
れたものです。
最近でこそ、色 な々ところでOB会の話をよく耳にしますが、この頃は
そんな話は聞いたこともない極めて珍しいものでありました。その為、
“ロータリ－の友”も旬の話題として取り上げてくれたのだと思います。

阪神タイガース、38年ぶりの日本一おめでとう、
そして、ありがとう。バンザ～イ

水井 孝昭 会員 / 山田 剛 会員 / 川畑 正憲 会員
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ロータリー財団月間

ロータリー財団月間　

財団委員長　平嶋孝次会員
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■ロータリ財団とは？　RC創設（1905年）から12年後の1917年6代
目会長 アーチクランフ氏の提唱により、財団創設が承認された。
「世界で何か良いことをしよう！」と呼びかけ、最初の寄付は26
＄50¢だった

■財団の使命とは？　「人々の健康状態を改善し、質の高い教育を
提供し、環境保護に取り組み、貧困をなくすこと」であり、もって、世
界理解・親善・平和を達成することが目的である

■ロータリーと財団の関係とは？　ロータリー活動の「クラブ奉仕」
「職業奉仕」「社会奉仕」「青少年奉仕」「国際奉仕」他様々な活
動を実現する為の資金管理・援助する機関が「財団」であり、財団
を構成する種別は、「地区補助金」「グローバル補助金」「ポリオプ

るれらけ分に」興復害災「」スラ
■ロータリー財団には、三つの基金で構成される。
　①年次基金･･･この寄付額が3年後に地区活動資金として還流

記載の内容を読ませて頂きます。～内容を読む～
本文に記載の通り、本誌掲載の５年前、加賀城会長年度に東京OB会

しにとこぶ呼と多博てえあは岡福（、多博てしそ、阪大に年翌、し足発を
た）を立ち上げ、宮崎クラブは支援活動を開始しました。各地に出向い
ての交流が始まり、一方では年に一度の“ホーム”宮崎での合同OB会
を開催致しました。宮崎に全OBが集結し、旧交を温め合う場面は本
当に心温まるものですし、それまでは面識のなかったOBの方々が年を
追うごとに親しい間柄に変わっていく様を見ることが何よりもうれしく感
じられる場所となっています。その後、坂下年度にはボリュームを増して
きたOB会や、山形ロータリークラブ等の対応に特化したフレンドシップ
委員会を立ち上げ現在も継続して活動をしているところであります。
先日、MRTラジオに出演させて頂いた折りにキャスターの方からロー
タリーに入会して良かったことは何ですか？と訪ねられました。
私は、迷わず「沢山の方 と々触れ合えることです」と答えました。
ここにいる限り確実に人と言う財産が増えていきます、そしてその財産が
また新たな財産を産み人生をより豊かなものにしてくれると信じています。
皆様もこの機会を通じて“出会い・触れあい”の輪を広げて下さい。そ
してこの場所を“居心地のいい楽しい”場所に共に作り上げることが
出来ると良いなと思っています。
これから先もずっと、宮崎ロータリークラブOB会が継続発展していくこ
とを願いましてご挨拶にさせて頂きます。ご静聴ありがとうございました。

　②恒久基金･･･将来へつなぐ資金として元本を投資運用、運用益
により活動支援を実施

指を道い使め予、な的表代が」スラプオリポ「･･･金基定指途使③　
定する基金

　2021-2022年度　財団からの支出額→3億３千万＄=＠140円
換算で460億円超

■ロータリー財団の３億３千万＄の支出の内訳は？　およそ４割が
「ポリオ撲滅」に支出
　次にグローバル補助金・地区補助金・災害救援等に支出
■「ポリオ」とはなに？　「急性灰白隨炎・小児麻痺」世界保健機
構WHOが1980年に根絶宣言をした「天然痘」に続き、WHO・
各国・各団体が協力して対策を強化する疾病感染力が非常に強
く、特に５歳以下のこどもたちに感染しやすい。治療法は未だ
なが、ワクチン接種で予防は可能。2020年には、世界中で140症
例が認められ、2022年には30症例に縮小するも、直近2023年１
月から９月にパキスタン・アフガニスタンで７症例が認められ、根
絶へのの闘いは今なお続いている

■2023-2024の寄付金目標
　・年次基金 一人当たり　１５０＄→約２万円
　・ポリオプラス 一人当たり　３０＄→約４千円
　会員が登録した「MY ROTARY」から直接寄付できるシステムに
なっている

■（参考）財団ニュース　１０月号掲載版より　
　2023-24　８月末　寄付状況（日本）
　・会員数　　　８万２千人
　・寄付総額　　320万＄　→　４億５千万円
■ロータリー会員名簿の12P-13P
　ポールハリスフェロー　宮崎ロータリーでは、149名のフェロー認証
　素晴らしいことです。以上財団委員からの「月間卓話」です。ご清
聴誠にありがとうございました

財団委員会からご報告いたします。
「グローバル補助金」を活用したイギリスへの奨学生「別当了香さん」
からレポートが届きましたので、概要をご報告いたします。
・10月からの本格的な授業開始で、二つの科目のレクチャー、セミナー
の連続で、慌ただしい毎日を過ごしています。
・前回のレポートでご報告した通り、日本とは違う学習環境として、英国
では予習が必須であり、その準備を怠らないことの重要さに気づきま
した。ただ、始まった頃は、英語でのディスカッションについていくのに苦
闘し、朝起きるのが辛く感じたこともありましたが、現在は、気心が通う
友人もできて勉強面・メンタル面双方ともに支えてもらってます。
・受入れクラブとの交流ですが、10月末　ブライトン地区のハロウィンイ
ベントが開催され、私も仮装して参加、設営からお手伝いしましたが、
ロータリアンの方々がとても気さくで優しく、自分を孫のように迎えてい
ただきました。受入れクラブでお会いしたカップルは「同性婚」のお二
人で、日本ではまだ「同性婚」が許容されていないことに驚かれておら
れました。

買おの日毎や賞鑑ルカジーュミの」グンキンオイラ「、はでトーベイラプ・
い物のこと等レポートしてくれました
以上　ロータリー財団からのご報告でした

グローバル補助金　奨学生レポート
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本年度（2023～2024）宮崎ロータリークラブの目標 ＜会　　　長＞
＜副　会　長＞
＜幹　　　事＞
＜会報委員会＞

■例会日／毎週火曜日（12：30～13：30）
■例会場／宮崎観光ホテル（☎27-1212）

■事務局　宮崎市宮田町13番8号（田崎ビル）  TEL：24-4872　FAX：22-0288
URL：https://miyazaki-rc2730.jp　E-mail:m-rotary@miyazaki-rc2730.jp

❶国際ロータリー第2730地区　地区大会をホストクラブとして開催
❷池ノ上克ガバナーの活動支援
❸青島太平洋マラソン３キロの部　復活開催
❹会員数１００名以上の堅持と女性会員の増強
❺例会出席率９０％以上の確保
❻ロータリー財団寄付一人あたり１００ドル以上
❼米山奨学会寄付一人あたり１０，０００円以上

岡本　俊則
薗田　潤子
薗田　有美
福松修一郎第2730地区

宮崎ロータリークラブ
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新会員卓話

宮崎ロータリー 新会員卓話

　　宮崎支社長　山本　修司 会員
明治安田生命保険相互会社

　皆さま、こんにちは。明治安田生命宮崎支社長の山本修司でござい
ます。６月に宮崎ロータリーに入会させていただきこのたび、遅ればせな
がら新会員卓話の役目を仰せつかりましたので、皆さまの貴重なお時
間を頂戴し、甚だ恐縮でございますが、どうぞよろしくお願い申し上げま
す。入会時に少しだけ自己紹介もさせていただきましたが、まずは自己

紹介から始めさせていただければと思います。
　私は生まれ年が1973年（昭和48年）10月生まれにて、ちょうど５０を
迎えた節目の年となります。生まれも育ちも長崎県です。生まれの地は、
中華街のすぐそばの地の長崎市内で、育ちは、干拓の地と言われる諫
早市で育ちました。社会人になってからは転勤族となりましたが、根っか
らの九州人でございます。
　家族は妻が一人の子なしで、自宅は福岡市内にあり、現在、単身赴任
中となります。１月に福岡に自宅を購入してわずか２ヵ月足らずで、 宮崎
に転勤のため、まさに転勤族あるあるといった感じです。 学生時代は、
ずっとスポーツをやってきました。小学校、中学校では、部活と道場で剣
道を、高校、大学、社会人まで、ずっとラグビーをやっていました。
　趣味と言えるほどのものはないのですが、利き酒やお城・温泉巡り、サ
ウナなどは好きです。
　ゴルフも好きなのですが、ちっともうまくならず下手です。自称ですが、体重を
下回るスコアのウェイトシュートをいつも目指しています。ちなみに現在１０５キロで
す。このせっかくの宮崎の地で、何とかうまくなりたいなと思っているところです。
　続いては、私の略歴です。
　明治安田生命に入社来、本当に色んなところに転勤いたしました。
1996時の東京に始まり、その後は、福岡、名古屋、長崎、福岡、高松、熊
本、埼玉、長崎、東京、千葉、名古屋、千葉、福岡、と本当に色んなところ
をまわり、現在この４月からの宮崎着任にいたっています。これまで１４回
の転居回数を数えるのですが、自分で言うのもなんですが、変なことは
何もやっていません。さすがに毎回の転居に疲れていまして、この住みよ
い宮崎の地では、少しでも長く勤続したいと心から思っている今日この
頃でございます。
　続いては、私がずっとやってきたラグビーの話を少しだけさせていただ
ければと思います。去る９～10月の２ヵ月に渡ってフランスで行われてい
たラグビーワールドカップも、まだ記憶に新しいところだと思います。残念
ながら、日本は決勝トーナメント進出がならず、予選敗退となりましたが、
ラグビーファンとして、本当に感動の数々の試合がありました。次の開催
は、また４年後のオーストラリア開催となりますが、４年後が本当に待ち
遠しく思います。少しだけ私のラグビー歴をお話すると、画像①は、高校
時代のチームがラグビーマガジンという雑誌で紹介されたときに掲載さ
れた私の写真です。現在の私は、全くラグビーなどやっていないのです
が、当時の方が 比較にならないほど痩せています。ちなみに画像②は、
その高校時代 に、九州大会に出場したときのトーナメント結果です。私
の高校は長崎西陵という高校だったのですが、準決勝で延岡東高校と
対戦いたしまして、残念ながら７対０で負けてしまい、九州３位の結果と
なりましたが、そんなところにも宮崎との縁を感じます。
　画像③でご紹介したいのは、ラグビーワールドカップは終えましたが、迎
える１２月９日から日本でジャパンラグビーリーグワンがスタートしますが、そ
の出場選手に、ラグビーワールドカップ決勝で活躍した南アフリカやニュー
ジーランドのスター選手が数多く出場することが決まっています。もしかした
ら全世界で最もラグビースター選手が集うリーグかもしれません。なかなか
テレビ放映などはありませんが、この場でご紹介だけさせていただけれ
ばと思いました。余談ですが、画像④や⑤は、去る２０１９年に日本で行
われたと きに、ニュージーランドの選手と一緒に撮らせてもらった写真
です。彼らも日本でプレーします。
続いて、弊社、明治安田生命についてです。
　明治生命と安田生命という創業が古い生命保険会社同士が2004
年（平成１６年）に合併を迎え、迎える2024年におかげさまで20０周年
を迎えます。また、宮崎支社としては、両社ともに1962年（昭和37年）に
支社開設となり、おかげさまで開設60周年を迎える運びとなりました。
　今現在の弊社の取組みのご紹介です。「ひとに健康を、まちに元気
を。」を合言葉に、地域に皆さまへの健康増進や豊かな地域づくりへの
地域貢献をめざして取り組んでおります。具体的には、健康増進のお手
伝いとして、Jリーグテゲバジャーロ宮崎のホーム戦観戦イベントや、その観
戦時に同時に行なうJ リーグウォーキングイベント、青島・太平洋マラソン
へのボランティア活動、女子プロゴルフ リコーカップへのイベントブース出
展などを行なっており、地域社会貢献のお手伝いとしては、宮崎市国際ス
トリート音楽祭での健康増進イベントや、ショッピングモールでの子宮頸が
ん予防ボランティア、宮崎県や宮崎市などの自治体の行政サービスの案
内活動や応援募金なども行なっており、少しでも地域の皆さまのお手伝
いになれればと取り組んでいます 。
　最後になりますが、歴史と伝統と格式ある宮崎ロータリーに入会さ
せていただいて、私もはや半年を迎えようとしています。ロータリーの皆
さまとの色々な繋がりや社会貢献を通じ、人としてもっともっと成長し 
ていければと考えています。精一杯頑張りますので、今後とも何卒よろ
しくお願い申し上げます。以上で ございま す。ご清聴、誠にありがとうご
ざいました。


